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全国的に主食用米の消費が減少する中、コロナ禍の影響による業務需要の低迷など、本県

産米の在庫量が増加し、価格が低迷しているため、需要に応じた米づくりが必要です。

このため、将来を見据え、本県農業の基幹作物である米の生産・販売や消費拡大、収益性

の高い作物への転換について進むべき道筋を明確にした「栃木の需要に応じた米づくり推進

方針」を農業団体や集荷団体、県等で構成する県農業再生協議会において策定しました。

栃木県における水稲品種別作付面積は、「コシヒカリ」が減少傾向である中、「とちぎの

星」が増加しており令和３年産は県内作付の約17％となっています。

「とちぎの星」は病害に強く、高温下でも品質が低下しにくいといった栽培性に優れる品

種であるものの、高品質かつ良食味な米の生産のためには、「とちぎの星」の特性を理解し、

適した栽培方法を遵守する必要があります。

また、県産米の販売割合は６割が業務用向け、４割が家庭向けですが、コロナ禍の影響で

外食需要が減少しており、多様なニーズに対応できる米づくりを行い、家庭向けの販売割合

を増やす必要があります。更なる品質向上及び消費者に評価される食味を目指す上では、ほ

場に合わせた土づくりや、気象条件等に対応したきめ細やかな栽培管理が必須となります。

本マニュアルは、これまでの栽培実績から見える課題を踏まえ、高品質、良食味米生産の

ための技術対策としてまとめたものです。本マニュアルの技術対策の実践状況を点検いただ

き、求められ、評価される「とちぎの星」を目指しましょう。
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１ 「とちぎの星」が目指す品質目標

早植 普通植

収量(kg/10a) ６００ ５４０

穂数（本／㎡） ３９０ ３４０

一穂もみ数 ７５ ７５

㎡当たりもみ数 ２９，０００ ２５，０００

登熟歩合（％） ８５ ８５

玄米千粒重（ｇ） ２４．０ ２５．０

適正な生育量の目安となる収量構成要素は次のとおりです
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・地力や土壌診断に基づき適正な施肥をします（５ページ参照）。

○適正な生育量（下表の収量構成要素を参考）となるよう加減します。

○りん酸・けい酸・鉄などは不足しがちなので、診断値に基づき施用します。

・基本は間断かん水を継続します（６ページ参照） 。

・出穂期は、水を切らさない。

・落水時期は、出穂後30日以降。

・刈取適期を厳守します（８ページ参照）。

○帯緑色籾率：10～３％（参考：登熟積算気温 1,000～1,100℃）

○刈り遅れや急速な乾燥は品質・食味を低下させます。

じっくり型の稲づくりと適期収穫で品質目標達成を！

（※水分15％換算）

目指す生育量・収量構成要素

①玄米中のタンパク質含有率６．５％以下

②粒厚1.9mm以上の割合９５％以上

③農産物検査１等相当

２ 栽培の重要なポイント

①土づくりと適正な施肥

②生育ステージに応じた適正な水管理

③適期収穫と調製による品質向上



①食味が優れ、玄米は大粒
②高温登熟性に優れ、外観品質が良い
③縞葉枯病に対し抵抗性がある

３ 「とちぎの星」の特徴

「とちぎの星」は平成14年に栃木県農業試験場

において、「栃木11号」と「なすひかり」を交配

し育成されました。

平成20年に「栃木19号」の系統名がつけられ、

平成23年に品種登録出願、平成27年３月に品種名

『とちぎの星』として品種登録されました。
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※縞葉枯病抵抗性品種系統

東北156号
東

栃木３号

栃木11号

愛知８７号

コシヒカリ
なすひかり

とちぎの星
(栃木19号）

上：母

下：父

※
※

※

品種の特徴

育成経過

４ 「とちぎの星」の品質

千粒重
21.5～
22.0g
（早植）

千粒重
24.0g
（早植）

とちぎの星 コシヒカリ

外観品質（１等米比率）

タンパク質含量

粒厚分布

玄米中タンパク質含量は5.7～7.1％（農業試験場、各農業振興事務所聞き取り令和３年産）

※ 農試生育診断ほの「とちぎの星」粒厚分布（令和３年）

1.85mm未満 1.85～1.9mm 1.9～2.0mm 2.0mm以上

3.3％ 1.7％ 5.2％ 89.8％粒厚1.90mm以上が95％

平成30年産 令和元年産 令和２年産 令和３年産 ４か年平均

とちぎの星 97.6％ 97.4％ 91.4％ 97.9％ 96.1％

コシヒカリ 91.9％ 93.4％ 93.6％ 96.1％ 93.8％

農産物検査で１等が96％以上

（平成30年以降の４か年平均）

※ 令和３年産は速報値



５ 土づくり
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・稲わら等の腐熟を促進し、土壌中の有機物の分解を促進します。

○稲わらの分解が早く進むことで、代かき時に稲わらが浮かず代かきの精度が向上します。

・メタンガス等の発生による生育障害を抑えます。

・耕起時の耕深を15～20cm確保することで、登熟向上につながり収量の安定化が図れます。

○作土が浅いと登熟後期の枯れ上がり、胴割米の増加や食味低下につながります。

・数年おきにプラウ耕を取り入れることで、根張りが良い気象災害に強い稲になります。

※ 一度に深耕すると痩せた下層土が混入し地力が低下するので、年々少しずつ深くします。

・土壌中の養分を適正に保ち、根張りを良くし、収量や食味の向上につながります。

《黒ボク土》

りん酸及びけい酸が不足しやすく要注意

「ようりん」：80～100kg/10a

「けいカル」：120kg/10a

・日減水深20mmを目安に透排水性を改善します。

○日減水深が小さいと、強還元状態となり根の働きが低下します。また、有機物の分解が

遅れ土づくり資材投入効果も低下することから、暗渠・心土破砕等の排水対策を実施し

ます。

○日減水深が大きい場合は、肥料分の流亡や除草剤の薬害が発生しやすくなりますので、

客土や床締め等を実施します。

・たい肥の施用は地力を高め、根の活性維持による登熟向上や秋落ち防止などに有効です。

・牛ふんたい肥の施用量は0.5～１t/10aを目安とし、前作の稲わらを持ち出した場合や他

の家畜ふんたい肥を施用する場合は加減が必要です。

※連用すると地力窒素の発現量が増加するので、化学肥料を減らすことができますが、

一方で、地力窒素の発現量が過剰になると食味の低下につながりますので、施用量に

注意します。

(3)透排水性の改善

(5)有機物の施用

(4)土づくり資材の施用

(2)作土深の確保

(1)収穫後の“秋起こし”

◆秋起こしによる、わらの腐熟促進

◆土壌診断に基づく、土づくり資材の施用

《灰色低地土》

鉄分及びけい酸が不足しやすく要注意

「てんろ石灰」：100kg/10a

「けいカル」 ：100kg/10a

施用量の目安



６ 施肥
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７ 育苗・移植

施肥法 基肥窒素量 穂肥窒素量 穂肥の時期

分施（穂肥あり） 4.0～5.0kg/10a 2.0～3.0kg/10a 出穂の20～18日前

全量基肥 ※１ 4.9～6.4kg/10a （窒素成分の40％が緩効性）

側条施肥 ※２ 3.5～5.1kg/10a （窒素成分の50％が緩効性）

施肥法 基肥窒素量 穂肥窒素量 穂肥の時期

分施（穂肥あり） 3.0kg/10a 2.0～3.0kg/10a 出穂の15日前

全量基肥 ※１ 4.2～4.8kg/10a （窒素成分の57％が緩効性）

側条施肥 ※２ 2.9～3.8kg/10a （窒素成分の67％が緩効性）

※１ 全量基肥は、分施の２～３割減 ※２ 側条施肥は、全量基肥の２～３割減

・播種量は１箱当たり150g（乾籾）以下にし、がっちりした健苗を作ります。

・小苗移植で登熟向上を図ります。

・植付け本数は株あたり３～５本とします。

・栽植密度は60～70株／坪（18～21株／㎡）とします。

※極端な疎植は、収量・品質の不安定につながります。

乾籾播種量（催芽籾） 使用箱数

150(190)g／箱 17～18箱/10a

130(160)g／箱 20箱/10a

写真：乾籾播種量150gの苗箱

小苗移植

健苗育成

普通植

早植

◆地力や土壌診断に基づく施肥量を加減による、食味の向上

◆移植が遅くなると倒伏等による品質低下につながるため、基肥窒素の減肥

◆健苗育成のため、播種量は１箱あたり150g以下

◆登熟向上のため、１株３～５本の小苗移植

種子更新

・確実な発芽と異品種の混入や病害の持込みを防止し、健苗を育成するため毎年種子更新

を実施しましょう。



８ 生育ステージに応じた適正な水管理
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・目標茎数（１株あたり15～17本）を確保した後は、基本的に間断かん水を継続します。

・最高分げつ期以降は、茎数や葉色等による生育診断を行い、生育が過剰な場合は生育量に

応じた中干しをします。

・幼穂形成期（出穂前24日頃）～減数分裂期（出穂前15日頃）にかけて平均気温が20℃を下

回り、かつ、最低気温が17℃を下回る低温の場合は、深水管理を行って不稔の発生を防止し

ます。

・移植直後は、水深５cm程度で活着を促進させます。

・分げつを促進するため、日中は止水（浅水）として水温・地温の上昇を図り、夜間にかん

水します。

・移植後１か月程度を目安に、目標茎数（１株あたり15～17本）が確保できたら間断かん水

を開始します。

・出穂期は、最も水を必要とする時期なので、こまめな間断かん水を行います。

・出穂後の異常高温では「とちぎの星」でも白未熟粒が発生する可能性がありますので、か

け流しや夜間かん水により、水が不足しないよう十分注意し、地温を低下させ、根の活力

維持を図ります。

※ 地域の水利条件に応じて実施します。

・落水時期は、品質・食味の向上を図るため出穂期の30日後以降とします。

・その後も高温・多照が続く場合は、ほ場条件を考慮し収穫７～10日前まで走り水を実施し

ます。

◆移植後１か月程度を目安に間断かん水を開始

◆（異常）低温時は、湛水（深水管理）により水温を維持

◆（異常）高温時はかけ流しや夜間かん水により、地温の低下と根の活力維持

◆出穂期は、水を切らさない管理

◆落水時期は、出穂期の30日後以降

生育初期

生育中期

生育後期

※水回りについては、作業の軽減を図るため、水位センサーや自動給水栓の設置が増加して

います（10ページ参照）。



９ 病害虫対策
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・出穂期に草刈りを行い、出穂７～10日後の穂揃い期に１回目の薬剤防除を実施します。

・１回目散布から７～10日後の乳熟期に２回目の薬剤防除を実施します。

※出穂の前後とも、自身のほ場だけではなく近隣ほ場と連携して対策を実施することが効果

を高めます。

※薬剤散布時は、近隣ほ場へのドリフトに十分注意してください。

・水田の周囲のイネ科雑草の穂等がカメムシの餌になりますので、出穂２～３週間前と出穂期

の２回、畦畔の草刈りを実施します。

出穂２～３週間前

草刈り①

出穂期

草刈り②

薬剤防除①

出穂後２～３週間

薬剤防除②

出穂後７～10日
１回目散布から

７～10日後

・常発地域では、箱施用剤を使用します。

・耐性菌の出現・拡大を防止するため、箱施用剤は異なる系統の薬剤を年次ごとにロー

テーションで散布します。

・日頃から発生予察情報（感染好適日判定結果等）に注意し、早めに防除を実施します。

・粒剤による防除は、出穂前に実施します。

・水和剤・粉剤等による防除は、出穂始めから穂揃い期に実施します。

・本田で施用する薬剤は、箱施用剤と異なる系統のものを使用します。

いもち病対策

斑点米カメムシ対策

◆カメムシ防除のため、畦畔の草刈りを出穂の２～３週間前と出穂期の２回

◆カメムシ防除の薬剤散布の適期は出穂７～10日後と、その７～10日後

葉いもち防除

出穂前の防除

出穂後の防除

穂いもち防除



10 収穫・乾燥・調製
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・籾水分25～20％（適正水分）で収穫し、速やかに乾燥機に張り込みます。

・張り込み時は水分を確認し、乾燥機の使用マニュアルに従い、乾燥機乾減率を0.8％/毎時

以下にし、急激な乾燥は行わないようにします。

※急激な乾燥（高温乾燥）、過乾燥は胴割米を増加させ、食味・品質の低下を招きます。

※夜間休止乾燥や二段乾燥を行うと、胴割米の増加防止や燃料の節減になります。

◆刈取適期：帯緑色籾率10～３％（参考：登熟積算気温 1,000～1,100℃）

◆葉や枝梗でなく籾の色で判断して適期に収穫

・帯緑色籾率が10％になったら刈り始め、３％になるまでに終わらせます。

・葉や枝梗は緑色でも、籾は黄変し刈取適期を過ぎている場合があるので注意します。

・刈取適期は、必ず帯緑色籾率で判断してください。

※刈り遅れると胴割米などが増加し、外観品質が低下します。また、水浸裂傷粒の増加

による食味の低下にもつながります。

1.85mmの篩上に未熟粒が残
り、外観品質が低下する

1.85～1.90mmの玄米 1.9mm篩上 2.0mm篩上

とちぎの星は、あさひの夢やコシヒカリと比較して、千粒重が重く、粒が大きい傾向にあるた
め、青未熟粒（いわゆる死に青）や白未熟粒が篩上に残りやすくなります。
1.9mm以上の篩目で調製することにより、整粒歩合が向上し、外観品質が向上します。

適期収穫

乾燥・調製

篩目を上げることで未熟粒を除くことができる

篩目の大きさによる外観品質の向上
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11 栽培暦 (早植の作業と生育量の推移)

水管理

・水位

葉色

5.0

4.5

4.0

3.5

3.0

草丈
㎝

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

葉令
枚

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

移植後
５～７日
深水管理

移植後
１か月から
間断かん水

出穂の
30日後まで
間断かん水

生育量の
目安

最高分げつ期

葉色 4.2～4.4

茎数（本/㎡） 680～700

葉色×茎数 2,800～3,000

生育量の
目安

追肥前
出穂期の18～
20日前

葉色 3.6

茎数（本/㎡） 460～480

葉色×茎数 1,600～1,800

出穂後水を
切らさない

移植 出穂期最高分げつ期

追肥

薬散草刈 草刈
収穫・積算
気温1,000℃～

茎数 草丈

葉令 葉色
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まとめ

①土壌診断に基づいた、土づくりと施肥
（窒素施肥量は、４～５kg/10aを基準に加減します。
また、りん酸、けい酸、鉄などを施用します）

②生育ステージに応じた適正な水管理
（間断かん水を基本に、出穂期や高温時は水を切らさ
ない）

③適期収穫と調製
（刈り遅れないよう帯緑色籾率10～３％で収穫し、急速
な乾燥を避けます）

・自動水管理システム等によるほ場ごとの水管

理を最適化し、労力の軽減を図ることが可能に

なります。

・水資源の有効利用が図られるほか、特に遠隔

地のほ場に設置することで、水回りの回数を減

らす労力削減や、燃油の削減の効果も期待でき

ます。

・また、高温期は品質低下を避けるため、夜間

にかん水するなど、細かな管理を自動で行うこ

とができます。

・ドローン等による観測を活用した生育診断によ

り、労働力や肥料等のコスト低減を進めること

が可能となります。

これからのスマートな米づくり

写真：とちぎの星のほ場に設置された
自動給水装置



○「とちぎの星」の栽培技術等に関するお問い合わせ先

農業振興事務所
経営普及部 他

住所 電話番号 管轄地域

河内 〒３２１－０９７４
宇都宮市竹林町１０３０－２

０２８－６２６－３０６８ 宇都宮市・上三川町

上都賀
〒３２２－００６８
鹿沼市今宮町１６６４－１ ０２８９－６２－６１２５ 鹿沼市・日光市

芳賀
〒３２１－４３０５
真岡市荒町１１６－１ ０２８５－８２－３０７４

真岡市・益子町・茂木
町・市貝町・芳賀町

下都賀
〒３２８－００３２
栃木市神田町５－２０ ０２８２－２４－１１０１

栃木市・小山市・下野
市・壬生町・野木町

塩谷南那須 〒３２９－２１６３
矢板市鹿島町２０－２２

０２８７－４３－２３１８
矢板市・さくら市・塩
谷町・高根沢町・那須
烏山市・那珂川町

那須

〒３２４－８６４１
大田原市本町１－３－１

【令和５年４月以降】
〒３２４－００４１
大田原市本町２－２８２８－４

０２８７－２２－２８２６ 大田原市・那須塩原
市・那須町

安足 〒３２７－８５０３
佐野市堀米町６０７

０２８３－２３－１４３１ 足利市・佐野市

農政部
経営技術課

〒３２０－８５０１
宇都宮市塙田１－１－２０

０２８－６２３－２３２２ 技術対策

農政部
生産振興課

０２８－６２３－２３２８ 補助事業、生産振興

本栽培マニュアルは、「とちぎの星」の食味をはじめ、品質向上を目指し、これまで

の研究成果や知見をもとに、地域の農業指導者・米生産者を対象として作成していま

す。

掲載データは、研修会や栽培管理に積極的にお使いください。御活用いただく際は、

出典として『「とちぎの星」マニュアル』を明記くださるようお願いします。


